
地域包括支援センター事業評価
〜ヒアリングのポイント〜

令和６年７月２日
川崎市健康福祉局
地域包括ケア推進室



事業評価の仕組み
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市事業評価
（センターの取組状況、地域課題整理等）

 事業計画・報告・評価書
 地域課題スクリーニング表

国事業評価
（体制・運営状況等）

 市町村及び地域包括支援センター評価
指標（全国統一指標）

市が独自に実施する評価と、国が定める全国統一指
標の２つの仕組みを活用して事業評価を実施



ヒアリングの目的
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• 行政、地域包括支援センターのお互いの取組について、「何をやっているか」
だけでなく、「なぜやっているか」のレベルまで知る

• 計画書に記載された課題等の「背景」や、記載されている内容の「行間」を知
る

• 特に、地域包括支援センターが『誰』をイメージして課題を考えているかを知
る（具体的な対象者像を知る）

• 長年取り組んできた地域包括支援センターから見た「地域」の変化を知る
• 行政が実施している取組の背景・課題認識の共有や、必要に応じて連携した対
応を検討するきっかけとする

• ヒアリングを通じて、行政・地域包括支援センターの問題意識を掘り下げ、相
互の取組をブラッシュアップする



ヒアリングのスケジュールと目的
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地域包括支援センター事業計画評価に関するヒアリングは、
２〜３月と、７月の年２回実施します。

＜２〜３月のヒアリング目的＞
• 計画の実施状況の振り返り
• 包括が新年度計画を作る前の方向性の
すり合わせ、行政側の取組や新年度の
実施予定の情報提供

• 国事業評価結果のフィードバック（※
国の結果通知が遅れた場合、７月のヒ
アリングで実施）

＜７月のヒアリング目的＞
• 前年度からの相談傾向・地域課題の変
化、基本方針・重点目標の背景や問題
意識の確認・共有

• 包括の課題意識の基礎となっている
「対象者像」の確認・共有

• 新年度事業計画の内容の確認
• 市・区への提案事項の背景となる問題
認識の確認



７月ヒアリングで使うもの
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＜市事業評価＞
①地域包括支援センターから各区に提出された「事業計画・報告・評価書（新年度・前年度）」
⇒「担当圏域の特徴」「地域課題スクリーニング表」「ヒアリングシート（区が使用）」「基本的事項」「自己評価」
を中心に、確認いただくことになります。

⇒令和６年度は、前年度から変わっている部分を地域包括ケア推進室で赤字にしています
⇒ヒアリング結果を「ヒアリングシート（区が使用）」に記載していただきます。

②「(○区)R○地域包括支援センター事業計画基本方針・重点目標まとめ」
⇒前年度と新年度の各地域包括支援センターの基本方針・重点目標を並べて記載した資料です。計画書・報告・評価書の記
載事項と同じなので、参考資料として活用してください。令和６年度は、地域包括ケア推進室で作成しました

＜国事業評価＞※年度末ヒアリングまでに国の結果通知が間に合わなかった場合
③地域包括ケア推進室から各区に配布される「国事業評価 区 ○○̲20○○̲市町村用(評価指標
を活用した業務チェックシート）」

⇒全国統一指標の評価結果を元に作成したシートです。行政と包括の認識のズレや、全国・全市・各区ごとの傾向と当該セ
ンターの比較などができます。

⇒特に、回答結果がよくなかった項目について、同じファイルの中の「ヒアリング回答シート」に結果を記入してください。



７月ヒアリングで使うもの
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＜市事業評価＞
①地域包括支援センターから各区に提出された「事業計画・報告・評価書（新年度・前年度）」



７月ヒアリングで使うもの
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＜市事業評価＞
①地域包括支援センターから各区に提出された「事業計画・報告・評価書（新年度・前年度）」

事業計画・報告・評価書のエクセルファイルの「ヒアリングシート（区が使用）」



７月ヒアリングで使うもの
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＜市事業評価＞
②「(○区)R○地域包括支援センター事業計画基本方針・重点目標まとめ」



７月ヒアリングで使うもの
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＜国事業評価＞※年度末ヒアリングまでに国の結果通知が間に合わなかった場合
③地域包括ケア推進室から各区に配布される「国事業評価 区 ○○̲20○○̲市町村用(評価指標
を活用した業務チェックシート）」

○連携項目シート ○レーダーチャート



７月ヒアリングで使うもの
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＜国事業評価＞※年度末ヒアリングまでに国の結果通知が間に合わなかった場合
③地域包括ケア推進室から各区に配布される「国事業評価 区 ○○̲20○○̲市町村用(評価指標
を活用した業務チェックシート）」

○回答入力シート



７月のヒアリングに向けた準備（各区担当者）
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 事業計画・報告・評価書の確認
• 事業計画・報告・評価書は、合同でヒアリングを実施する地域ケア推進課・地域支援課にも共有してください。

 地域包括支援センターへのヒアリング実施の連絡と日程調整
• 地域包括支援センターに地域包括ケア推進室から送付されたヒアリング関係の資料を送付し、あらかじめヒアリング実施内容を伝えてく
ださい。

• ヒアリングは、なるべく地域ケア推進課、地域支援課と合同で実施してください。
• コロナ禍の影響で、近年は区役所でヒアリングを実施していた例が多くなっていますが、センターの業務内容を知るためにも、可能な限
りセンターの事務所等でヒアリングを実施することが望ましいです。

＜確認のポイント・コツ＞
前年度と新年度の事業計画・報告・評価書を並べて確認すると、センターの意図や相談傾向の変化などを捉えやすくなります。

＜確認のポイント・コツ＞
「担当圏域の特徴（特に相談傾向等）」「地域課題スクリーニング表（特に前年度の実施結果）」「前年度の自己評価」を確認してから、
新年度の計画、地域課題スクリーニング表を確認すると、意図や狙いを捉えやすくなります。



７月のヒアリング事項
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ヒアリング項目
項目 質問・確認内容 ねらい

担当圏域の特徴について
（特に変化があった地区を中
心に）

担当圏域の特徴で変化があった内容につい
て、背景や具体的な影響など

担当圏域の変化や総合相談の傾向は、
包括の活動に大きな影響を与えるため、
包括職員が実感している変化がある場
合、確認してください。

基本方針・重点事項 前年度から見直した内容と、背景・狙いな
ど（※前年度事業計画・報告・評価の「自
己評価」などを参考に）

変更点を中心に、目標設定の背景や
きっかけとなったエピソードを具体的
に確認してください。

地域課題スクリーニング
表に記載している課題に
ついて

① 包括内で誰がスクリーニング表をど
のように作成しているのか（セン
ターや職員が把握している情報から
どのように課題を抽出しているか）

記載の行間を確認します。
地域課題スクリーニング表の記載（特に
「対象者像」）が抽象的な場合、地域
分析に影響を与えたエピソード・個別事
例や、包括職員の感覚・課題認識・取
組の優先順位を確認します。
対応の検討については、必要に応じて、
行政が実施している取組等の情報提供
を行ってください。

② 特に優先して解決したい課題とその
理由

③ ②で挙げた課題について誰とどのよ
うに対応することが考えられるか

④ 前年度の課題整理の内容と比較して、
地域の状況や課題の内容、課題の対
応状況に変化はあるか（前年度から
の変更部分は赤字）

スクリーニング表に記載
していない課題について

他に認識している課題はあるか
※課題検討の視点に偏りがないか、認識が
漏れている課題がないか確認してください

ヒアリングの中で、計画に記載しきれてい
な課題意識等が把握できた場合、記載
してください

「市・区への提案」につ
いて

『３ 基本的事項シート「１０．市・区へ
の提案」』に記載されている中から１つ選
び、ヒアリングを実施してください

シートに沿って、提案の背景などを掘りさ
げてください。（対応の実現可否はその
場で決めなくてもよいです。）

事業計画・報告・評価書のエクセルファイルの「ヒアリングシート（区が使用）」



７月のヒアリング事項（市・区への提案のフィードバック）
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※国事業評価のヒアリング
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確認が必要と思われる項目に、地域包括ケア推進室からコメントを入れてお返ししています。
事前に区と包括で共有いただき、原因等の確認をしてください。

○回答入力シート
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地域包括支援センター事業評価では、

『双方向でお互いに気づかせ合う姿勢』

『合意形成』

『少しずつでも取組を改善していく意思』

が求められます。

地域の課題は簡単に解決しないものばかりです。

スモールステップを意識して、粘り強く成功体験を積み重ねなが
ら、皆で地域包括ケアの推進に取り組んでいきましょう。

最後に・・・


